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わたしは、おにぎりが大すきです。おにぎりの中でも、おばあちゃんが作ってくれるわかめごはんのお

にぎりが、とっても大すきです。とっても、大きくて、やきゅうのボールぐらいの大きさですが、ちょう

どよいしょっぱさで、ペロリとたべてしまいます。お母さんも、おなじように作ってくれるけど、このわ

かめおにぎりだけは、おばあちゃんのほうがとってもおいしいのです。わたしは、お兄ちゃんと、

「なんで、おばあちゃんのおにぎりは、おいしいのだろうね。」

と、よく話をします。

お母さんやお父さんに聞いてもわからなかったので、わたしはおばあちゃんに聞いてみました。おばあ

ちゃんはとってもうれしそうに、

「また作ってあげるからね。」

と言ってくれました。

つかれている時、かなしい時でも、おばあちゃんが作ってくれるおにぎりをたべると元気がもりもりわ

いてきます。おこめ一つぶ一つぶがふっくらしていて、とってもおいしいおにぎりです。ごはんのたきか

たも、とってもじょうずなのです。

このあいだ、お兄ちゃんとケンカをしてしまいました。かなしくなったわたしは、ちかくにすんでいる

おばあちゃんのいえに行きました。ないているわたしを見て、おばあちゃんが、いつものわかめおにぎり

を出してくれました。

一口たべたら、さっきまでかなしかった気もちがとってもらくになりました。そのあとは、お兄ちゃん

となかなおりすることができました。

おばあちゃんのおにぎりは、元気の出るとってもふしぎなおにぎりです。

「また作ってねばあば。」


